
気仙沼向洋高校ＰＴＡ会報 校章の由来
六角形の星と宮城県の宮で構成されている。
星は水産の水を表現したもので、全地域にはばたく水産健児
の意気を示したもので、大正初期に制定されたものである。
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Ｐ
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※

敬
称
略

　（

　）内
支
部
名
等

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
本
校
の

教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
８
月
18
日
（
日
）
に

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
と
し
て
校
内
美
化
運
動
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
、
夏
休
み
明
け
、
き

れ
い
な
環
境
で
学
校
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
美
化
運
動
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
行
動
制
限
も

な
く
、
向
洋
生
は
４
月
か
ら
活
き
活
き
と

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
各
種
大
会
・
発

表
会
等
で
は
、
ヨ
ッ
ト
部
・
相
撲
部
・
柔

道
部
が
東
北
大
会
に
出
場
、
若
年
者
も
の

づ
く
り
全
国
大
会
「
フ
ラ
イ
ス
盤
」
職
種

で
敢
闘
賞
を
受
賞
、
今
回
初
め
て
参
加
し

た
「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
基
金
」
高
校
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
４
で

は
Ｋ
Ｓ
Ｃ
（
向
洋
語
り
部
ク
ラ
ブ
）
が
鎌

田 

實
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
多
く
の
活
躍

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
基
金
」
高
校
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ア
ワ
ー
ド
に
は
全
国
か

ら
１
５
２
団
体
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
Ｋ
Ｓ
Ｃ

は
６
月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
活
動
発
表
交
流
会

を
経
て
、
東
京
で
ブ
ー
ス
発
表
を
行
う
88

団
体
の
一
つ
に
選
ば
れ
、〝
よ
り
良
い
未

来
は
自
分
た
ち
の
手
で
創
る
〟
と
い
う
同

じ
志
を
持
っ
た
全
国
の
高
校
生
と
交
流
会

を
深
め
て
き
ま
し
た
。
先
日
、「
風
に
立

つ
ラ
イ
オ
ン
基
金
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ッ
プ
さ
れ
た
大
会
サ
マ
リ
ー
を
見
て
い

る
と
、
あ
る
体
験
談
が
目
に
留
ま
り
ま
し

た
。
２
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
参
加
さ
れ
た
小
児
科
専
門

医
・
新
生
児
指
導
医
の
寺
澤
大
祐
先
生
の

体
験
談
で
す
。

　
「
大
学
生
の
頃
、
日
本
の
あ
ち
こ
ち
を

自
転
車
で
走
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
野
宿
だ
っ

た
け
れ
ど
、
台
風
が
近
づ
い
て
き
た
こ
と

が
あ
っ
て
、
交
番
で
相
談
し
た
ら
警
察
署

を
紹
介
し
て
く
れ
て
、
警
察
の
あ
る
フ
ロ

ア
で
一
晩
寝
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
翌
朝
お

に
ぎ
り
を
く
れ
て
、
お
弁
当
も
持
た
せ
て

く
れ
た
。人
っ
て
こ
ん
な
に
優
し
い
ん
だ
。

大
人
っ
て
優
し
い
ん
だ
な
と
思
っ
た
。

困
っ
た
と
言
っ
た
ら
助
け
て
く
れ
る
ん
だ

と
思
っ
た
。
そ
の
経
験
が
今
の
活
動
に
繋

が
っ
て
い
る
。
自
分
の
足
で
歩
け
ば
（
未

来
は
）
開
け
て
い
く
、
誰
か
を
頼
れ
ば
必

ず
誰
か
が
助
け
て
く
れ
る
。
生
き
て
い
る

こ
と
は
、
実
は
た
ま
た
ま
偶
然
の
積
み
重

な
り
な
ん
で
す
。」

　

警
察
署
の
方
々
の
粋
な
計
ら
い
。
そ
し

て
、
寺
澤
先
生
の
大
人
に
対
す
る
思
い
。

素
敵
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
な
ぁ
～
と
何
度
も

読
み
返
し
な
が
ら
、
向
洋
生
に
も
多
く
の

人
た
ち
と
出
会
い
、
感
謝
し
、
感
謝
さ
れ

る
経
験
を
た
く
さ
ん
積
ん
で
欲
し
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

校
訓
の
一
つ
「
尚
志
」
を
胸
に
秘
め
、

力
強
く
自
分
の
道
を
歩
む
向
洋
生
で
あ
っ

て
欲
し
い
。
そ
の
実
現
に
は
、
大
人
（
お

と
な
）
と
し
て
の
「
あ
る
べ
き
姿
」
が
大

き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
強
く
感
じ
た
夏
の

一
コ
マ
で
し
た
。

令
和
６
年
・
夏

校
長　

白　

幡　
　

充

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
会
長
の
村
上

真
人
で
す
。
本
年
度
も
引
き
続
き
会
長
を

務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

以
前
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
生

活
と
は
違
い
、
楽
し
そ
う
に
学
校
で
学
ぶ

生
徒
の
皆
さ
ん
を
見
れ
る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
る
毎
日
で
す
。
自
分
の
目
標
を
し
っ

か
り
と
見
つ
め
、
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

る
皆
さ
ん
を
見
る
と
、
色
々
な
こ
と
を
乗

り
越
え
て
、
が
む
し
ゃ
ら
に
日
々
を
送
っ

て
い
た
自
分
の
青
春
時
代
を
思
い
出
し
ま

す
。
一
度
し
か
な
い
人
生
で
す
か
ら
、
笑

顔
で
悔
い
の
残
ら
な
い
学
校
生
活
を
送
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
こ
ん
な
時

代
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
は
何
か
を
改

め
て
考
え
る
こ
と
で
、
新
た
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
を
企
画
し
、
皆
さ
ん
が
笑
顔
に
な
れ
た

ら
良
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
校

長
先
生
を
は
じ
め
、
学
校
に
携
わ
る
方
々

と
、
少
し
で
も
良
い
学
校
に
で
き
る
よ
う

微
力
な
が
ら
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
携
わ
っ
て
い
て
感
じ
る
事

は
、
向
洋
高
校
の
先
生
方
は
、
子
ど
も
の

こ
と
を
第
一
に
考
え
、
生
徒
が
自
ら
前
に

進
め
る
よ
う
に
導
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

の
だ
な
と
い
う
こ
と
で
す
。
世
の
中
は
不

景
気
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
世
の
中
に
旅

立
っ
て
い
く
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
温
か
く

手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
、
先
生
方
、
生
徒
の
皆

さ
ん
共
に
、
出
来
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
も
日
々
、
子
ど
も
達
の
学

校
の
為
に
、
陰
な
が
ら
活
動
を
し
て
お
り

ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
ご
自
身
の
お
子
様
の
学
校
で
の
生
活

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
更
に
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
教
職
員
の
皆
様
、
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
委
員

の
方
々
が
築
き
あ
げ
て
き
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

良
き
文
化
を
途
絶
え
さ
せ
ぬ
よ
う
に
、
力

を
合
わ
せ
こ
の
困
難
な
局
面
を
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
度
も
よ

り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

村　

上　

真　

人
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会
　
長
　
村
　
上
　
真
　
人
（
大
島
鹿
折
）

副
会
長
　
工
　
藤
　
恵
　
李
（
大
島
鹿
折
）

　
同
　
　
菊
　
田
　
弘
　
文
（
大
島
鹿
折
）

　
同
　
　
小
野
寺
　
み
ど
り
（
面
瀬
）

　
同
　
　
昆
　
　
　
洋
　
一
（
教
頭
）

　顧
　
問
　
吉
　
越
　
　
　
稔
（
条
南
）

　
同
　
　
白
　
幡
　
　
　
充
（
校
長
）

　監
　
事
　
菊
　
田
　
理
　
恵
（
松
岩
）

　
同
　
　
千
　
葉
　
し
ず
江
（
南
三
陸
）

　会
　
計
　
吉
　
田
　
優
　
志
（
松
岩
）

　
同
　
　
熊
　
谷
　
直
　
美
（
階
上
）

　
同
　
　
熊
　
谷
　
た
つ
え

（
副
参
事
兼
事
務
室
長
）

　唐
桑
支
部
長
　
齋
　
藤
　
順
　
子

大
島
鹿
折
支
部
長

　
　
　
　
　
　
　
村
　
上
　
裕
　
美

兼
　
幹
　
事

気
仙
沼
支
部
長
　
鈴
　
木
　
多
　
恵

新
月
支
部
長
　
菅
　
原
　
裕
　
美

条
南
支
部
長
　
新
　
田
　
英
　
朗

松
岩
支
部
長
　
菊
　
田
　
順
　
子

面
瀬
支
部
長

　
　
　
　
　
　
　
齋
　
藤
　
英
　
樹

兼
　
幹
　
事

階
上
支
部
長
　
谷
地
舘
　
美
　
奈

本
吉
支
部
長
　
川
　
村
　
慎
太
朗

南
三
陸
支
部
長
　
高
　
橋
　
和
　
恵

　三
学
年
委
員
長
　
菅
　
原
　
宏
　
志

　
　
　
委
　
員
　
小
野
寺
　
智
　
美

　二
学
年
委
員
長
　
小
野
寺
　
勝
　
美

　
　
　
委
　
員
　
三
　
浦
　
紀
　
子

　
　
　
委
　
員
　
伊
　
藤
　
美
　
穂

　一
学
年
委
員
長
　
小
　
山
　
あ
け
み

　
　
　
委
　
員
　
菅
　
原
　
早
　
苗

　事
務
局
長
　
　
　
小
野
寺
　
仁
　
一

事
務
局
員
　
　
　
小
野
寺
　
隆
　
平

　  

同  

　
　
　
　
伊
　
比
　
卓
　
夫

　  

同  

　
　
　
　
小
　
松
　
英
　
夫

　  

同  

　
　
　
　
吉
　
田
　
愛
　
美

　  

同  

　
　
　
　
佐
　
藤
　
誠
　
也

　  

同  

　
　
　
　
畠
　
山
　
拓
　
也

　  

同  

　
　
　
　
長
　
田
　
梨
　
菜

委
員
長　

小
野
寺　

み
ど
り　

　

今
年
度
の
進
路
対
策
委
員
会
委
員
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
小
野
寺
で
す
。

　

進
路
対
策
委
員
会
で
は
、
研
修
旅
行
の

企
画
立
案
と
開
催
当
日
の
お
手
伝
い
を
行

う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
子
供

達
の
就
職
先
と
な
る
よ
う
な
会
社
や
工
場

の
見
学
、
進
学
先
と
な
る
よ
う
な
学
校
の

見
学
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
本
部
役
員
に
な
る
ま
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
は
正
直
堅
苦
し
い
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
熱
意
の
あ
る
先
生
と
気
さ
く

な
役
員
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
楽
し
く
活

動
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

先
生
と
保
護
者
が
楽
し
く
情
報
交
換
で

き
る
よ
う
な
研
修
旅
行
を
企
画
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
是

非
ご
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

進
路
対
策
委
員
会

委
員
長　

工
藤　

恵
李　

　

本
年
度
、
調
査
広
報
委
員
長
を
務
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
工
藤
で
す
。

　

当
委
員
会
の
主
な
活
動
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報

「
こ
う
よ
う
」
の
作
成
で
、
年
に
２
回
発

行
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
に
配
布
し
て

お
り
ま
す
。
役
員
の
方
々
に
は
、
原
稿
依

頼
や
会
報
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
様
々
な

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
が
学
校
に
足
を
運
ぶ
機

会
が
少
な
い
た
め
、
子
ど
も
達
が
学
校
で

ど
の
よ
う
な
授
業
や
実
習
を
行
っ
て
い
る

か
、
ま
た
部
活
動
や
行
事
で
の
活
動
し
て

い
る
姿
な
ど
を
、
会
報
を
通
じ
て
お
届
け

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
会
報
を
手
元
に
ず
っ
と

残
し
て
お
き
た
い
、
何
度
も
読
み
返
し
た

く
な
る
も
の
に
し
、
向
洋
高
校
の
魅
力
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
内
容
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
報
調
査
委
員
会

委
員
長　

菊
田　

弘
文　

　

今
年
度
の
健
全
育
成
委
員
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
活
動

内
容
は
主
に
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
生
徒
、
保
護
者
、
先
生
方

と
共
に
行
う
学
校
美
化
運
動
で
す
。
気
持

ち
よ
く
学
校
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る
様
、

そ
し
て
向
洋
高
校
は
き
れ
い
な
学
校
と
言

わ
れ
る
様
に
し
た
い
で
す
ね
。

　

二
つ
目
は
、
向
洋
祭
Ｐ
Ｔ
Ａ
ブ
ー
ス
の

設
営
、
向
洋
祭
に
来
て
い
た
だ
い
た
方
々

に
写
真
や
映
像
を
見
な
が
ら
休
憩
出
来
る

ス
ペ
ー
ス
を
少
し
で
も
広
く
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
一
声
運
動
で
す
。
や
は
り

挨
拶
は
基
本
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
少
し

形
を
変
え
て
の
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
の
目
標
で
も
あ
り
ま
す
無
理
の
な

い
活
動
範
囲
、
形
に
と
ら
わ
れ
な
い
継
続

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
行
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
今
年
度
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

健
全
育
成
委
員
会

専

門

部

紹

介
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4月8日
 入学式 

4月20日
 PTA総会

5月11日
 本吉支部総体

6月1日
 VFC花の道45

6月19日
 防災学習

学校行事

2024.10.31
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7月6日
 本吉総文祭

7月16日
 カッター実習
 （J1,S1）

7月2日
 インターンシップ
 （S2,K2）

7月1日
 宮城丸体験航海

8月1日
 若年者ものづくり
 競技大会

2024.10.31
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＊ 総合順位 ＊

K2K2K1K1 S2S2

１
位

２
位

３
位

2024
体育祭

～根性と気合いの
　　 劇アツバトル～

球技種目
ドッジボール、ソフトバレー、
バトミントン、バスケ（３on３）
卓球、フットサル

6月20日

障害物競走、借り物競走、選抜リレー
玉入れ、綱引き、大縄跳び
部対抗リレー、科対抗リレー

運動会種目 6月21日

2024.10.31
こうよう 第46号 6



Ｊ：情報海洋科
Ｓ：産業経済科
Ｋ：機械技術科

2024.10.31
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情報海洋科在校生、
産業経済科２年生、保護者、学校関係
者が見守るなか、挙行されました。情報海洋科海洋類型
２年生19名と専攻科漁業科１年生３名が、長期航海に向けて気仙沼港を
出港しました。今年度はコロナ前同様ホノルルへの寄港があります。45日間の
実習を得て、大きく成長し元気に帰ってくることを待ち遠しく思います。

宮城丸出港式
令和６年度　10月２日

2024.10.31
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宮城県教育委員会
海洋総合実習船「宮城丸」の概要
　　　【総トン数】699トン
　　　【全　　長】64.90メートル
　　　【深さ（型）】6.40メートル
　　　【　幅　（型）】10.10メートル
　　　【国際総トン数】999トン
　　　【最大速力】15.18ノット
　　　【航海速力】12ノット
　　　【船　　長】大須賀　孝一
　　　【乗　組　員】19人

航海日程（航海日数45日間）
１０月　１日　乗船・停泊実習
１０月　２日　出港式・気仙沼出港～石巻入港・操練（退船）
１０月　３日　積込作業（燃料、食糧品、給水等）・操練（避難訓練）
１０月　４日　石巻港出港　操業海域へ向け航行
１０月１３日　マグロ延縄操業開始（操業期間１４日間）
１０月２６日　マグロ延縄操業終了
１０月２９日　ホノルル入港
１１月　１日　ホノルル出港
１１月１４日　気仙沼港入港・水揚げ・下船式

2024.10.31
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Koyo  Storyteller  Club
気仙沼市東日本大震災遺構・伝承
館で語り部活動をしている高校生
です。
主に月命日、団体客への語り部を
行っています。

高校生ボランティア・アワード２０２４
～共に生きる未来～

特別表彰 鎌田實賞 受賞！

KSCとは？…………

　６月末に開催されたオンライン予選会
で、152団体中見事88団体に選出され、
８月６日・７日に東京で行われた全国大会
に参加してきました。さらに、特別表彰で
ある「鎌田實賞」を受賞しました。参加し
た生徒からは、「さまざまな地域の特色を
知ることができました。KSCのような活
動が少ないこと、自分たちの活動がいかに
貴重であることを改めて実感しました。こ
れからも多くの方々に伝承館に足を運んで
欲しい」と語っていました。

こうよう 第46号 102024.10.31



2024.10.31
こうよう 第46号11



　６月17日に日本テレビ「ＺＩＰ！」内の「旅するエプロ
ン」に産業経済科３年生が取材され、放送されました。
　サメのアレンジについて、サメのハワイアンスペアリブ
風を考案していただきました。

産業経済科3年生が日本テレビ「ZIP!」の
「旅するエプロン」に出演！

明日もさわやか笑顔

～宮城の食材で　

　　　HAPPY～
けせんぬまーる

弁当

「高校生地産地消お弁当コンテスト」ベスト18に選出！

　産業経済科２年生が考案したお
弁当が、93 作品中ベスト 18 に
２作品選ばれました。また、「明
日もさわやか笑顔～宮城の食材で
HAPPY ～」は最終審査会への
出場が決定しました。

三色おむすび
大谷いものポテトサラダ
カツオ大島ゆずがらめ
スイートポテト
シャークナゲット

メニュー

稲荷の炊き込みご飯
メカジキの豆腐ハンバーグ
ポテトサラダ
パプリカの目玉焼き
大学いも

メニュー

2024.10.31
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　8月18日（日）本校にて美化活動が行われました。
生徒、保護者、職員合わせて約40名が参加し、生徒会
館１Ｆ廊下、実習棟前渡り廊下、窓清掃を行いました。
　皆さんのご協力のおかげで、校内がとても綺麗になり、
良い環境で始業式を迎えることができました。
　ご参加いただいた皆様、ご協力ありがとうござました。

　４月20日（土）PTA総会を本校にて開催しました。
　総会では、昨年度の事業や決算報告、今年度の事業計画案や予算案、役員選任についてなど、
全ての議案が原案どおり承認されました。

PTA活動記録
2024年度
PTA総会開催

PTA
学校美化運動
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Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局　

小
野
寺　

隆
平　

　

７
月
４
日
（
木
）・
５
日
（
金
）
の
２
日
間
、
山
形
市
を
会

場
と
し
て
山
形
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

は
、
村
上
会
長
、
工
藤
副
会
長
、
小
野
寺
（
仁
）
事
務
局
長
、

小
野
寺
（
隆
）
事
務
局
の
４
名
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
を
会
場
と
し
て
、

情
報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
各
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動

を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
や
ま
ぎ
ん
県
民
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
、
山
形

大
会
（
大
会
テ
ー
マ
「
見
つ
め
よ
う
、
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ　

～
世
界
へ

は
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
へ
～
」）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
行
事
に
お
い
て
、
東
北
各
県
の
功
績
者
へ
表
彰
状
贈
呈
が

あ
り
ま
し
た
。
宮
城
県
か
ら
は
、
前
年
度
、
各
支
部
長
を
務
め

た
６
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
村
上
会
長
も
そ

の
一
人
で
す
。

　

開
会
行
事
後
に
は
、「
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
む

た
め
の
家
庭
・
地
域
・
学
校
の
連
携
の
在
り
方
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
研
究
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
県
代
表
の
研
究
発
表

は
と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
う
ち
青
森
県
立
青
森

西
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
実
行
委
員
会
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
に
よ
っ
て
昭
和
42
年
に
結
成
さ
れ
た
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
」
が

あ
り
、
活
動
を
続
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

昼
食
・
休
憩
の
後
に
は
、
山
形
県
立
山
形
東
高
等
学
校
マ
ン
ド

リ
ン
部
の
素
敵
な
演
奏
を
聴
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
マ
ン
ジ
ョ
ッ

ト
・
ベ
デ
ィ
氏
（
株
式
会
社next is east 

代
表
）
に
よ
る

「D
esigning the N

EX
T

 Japan

」（
次
な
る
日
本
）と
題
し
て
、

と
て
も
熱
の
こ
も
っ
た
講
演
で
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
お
け
る

日
本
の
対
置
を
考
え
た
と
き
、
未
来
に
ど
ん
な
可
能
性
が
あ
る

の
か
。「
次
な
る
日
本
」
は
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い

く
の
か
。そ
の
た
め
に
、今
一
線
で
活
躍
す
る
大
人
た
ち
に
と
っ

て
も
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
身
に

つ
け
て
お
く
べ
き
こ
と
は
何
な
の
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
で
も
ロ
ー

カ
ル
で
も
活
躍
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
熱
く
そ
の
ヒ
ン
ト
を
紐

解
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

い
た
、本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第73回東北地区高等学校PTA連合会 山形大会
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第73回全国高等学校PTA連合会 2024茨城大会

Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局　

小
野
寺　

隆
平　

　

８
月
22
日
（
木
）・
23
日
（
金
）
の
２
日
間
、
茨
城
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
は
、
村
上
会

長
、
小
野
寺
（
仁
）
事
務
局
長
、
小
野
寺
（
隆
）
事
務
局

の
３
名
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
テ
ー
マ
は
、「
歴
史
の
町
で
変
革
を
‼
」
～
新
た

な
時
代
が
目
に
入
ら
ぬ
か
～
。
先
行
き
不
透
明
、
予
測
困

難
な
時
代
に
突
入
す
る
な
か
、
こ
の
変
化
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
教
育
が
も
と
め
ら
れ
る
の
か
。
全
国
か
ら
の
大
会
参
加

者（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
含
む
）と
共
に
研
修
し
ま
し
た
。

　

大
会
１
日
目
は
、
水
戸
市
、
ひ
た
ち
な
か
市
、
小
美
玉

市
の
５
つ
の
分
科
会
会
場
に
分
か
れ
て
の
研
修
と
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
は
第
３
分
科
会
（
水
戸
市
民
会
館
）
に
参

加
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、「
新
・
生
き
る
力
と
家
族
の
絆
」

～
子
ど
も
の
心
に
風
邪
を
引
か
せ
な
い
～
。
講
師
は
石
田

千
惠
子
氏
で
す
。
密
着
26
年
の
日
本
テ
レ
ビ
「
７
男
２
女

11
人
の
大
家
族　

石
田
さ
ん
チ
」
で
知
ら
れ
る
方
で
す
。

皆
さ
ん
も
テ
レ
ビ
等
を
視
聴
し
、
ご
存
じ
の
方
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
講
師
に
よ
る
講
演
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
内
容
の
濃
い
研
修
で
し
た
。

　

大
会
２
日
目
は
、
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
み
と
ア
リ
ー
ナ
を
メ

イ
ン
会
場
に
、
全
体
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
茨
城
県
立
大

洗
高
等
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
・
ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル
で
、華
や
か
に
幕
を
開
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、開
会
行
事
や
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
茨
城
県
出
身
の

二
所
ノ
関　

寛
氏
（
第
72
代
横
綱　

稀
勢
の
里
）。
演
題

は
「
人
材
育
成
の
不
易
流
行
」
と
題
し
て
、
自
身
の
体
験

を
交
え
な
が
ら
の
と
て
も
良
い
講
演
で
し
た
。
親
方
は
、

相
撲
を
引
退
し
た
後
に
早
稲
田
大
学
大
学
院
で
、
人
事
育

成
を
研
究
し
た
そ
う
で
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
方
に
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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写真部がＮＨＫ「てれまさむね」の
『撮っぺぇ』コーナーで紹介されました！

■ 発行／宮城県気仙沼向洋高等学校　ＰＴＡ調査広報委員会　tel :0226-27-2311
■ 印刷／三陸印刷株式会社
■ 画像の転載・複製・改変等はいかなる場合も禁止します

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
「
こ
う
よ
う
№
46
」
は
い

か
が
で
し
た
か
。
今
年
度
は
、
生
徒
・
保

護
者
・
先
生
方
も
見
て
み
た
く
な
る
よ
う

な
会
報
誌
を
目
指
し
て
編
集
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

委
員
会
を
開
く
こ
と
が
難
し
い
状
況
の

中
、
原
稿
・
写
真
提
供
な
ど
に
快
く
ご
協

力
頂
い
た
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
会
報
を
通
し
て
、
向
洋
高
校
の
良

さ
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
次
回

号
も
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

調
査
広
報
委
員
会

編
集
後
記

Ｐ
Ｔ
Ａ
調
査
広
報
委
員
会

※（　

）内
は
支
部
名

委
　

員
　

長

　

工　

藤　

恵　

李
（
大
島
鹿
折
）

副
委
員
長

　

菅　

原　

裕　

美
（
新　

月
）

　

谷
地
舘　

美　

奈
（
階　

上
）

委
　
　
員

　

吉　

田　

優　

志
（
松　

岩
）

　

熊　

谷　

直　

美
（
階　

上
）

　

新　

田　

英　

朗
（
条　

南
）

　

小
野
寺　

智　

美
（
階　

上
）

　

菅　

原　

早　

苗
（
新　

月
）

事
　

務
　

局

　

小
野
寺　

仁　

一

　

長　

田　

梨　

菜

８月28日に放送された「てれまさむね」で写真部が
「気仙沼の夏の思い出」をテーマに写真を紹介しました。

雨の日の気仙沼湾横断橋

振って！
花開く

光る海
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